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2022年 3月 27日
ねん がつ にち

四旬節第 4主日
し じゅんせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

ルカ福音は、よく知られている「放蕩息子」のたとえ話を記しています。この物語に
ふくいん し ほうとうむす こ ばなし しる ものがたり

は、兄弟とその父親という三名が、主な登場人物として描かれています。
きょうだい ちちおや さんめい おも とうじょうじんぶつ えが

2016 年の「いつくしみの特別聖年」のあいだ、教皇フランシスコはしばしば父である神
ねん とくべつせいねん きょうこう ちち かみ

のあわれみ深さを語り、そのいつくしみの姿勢に倣うようにと勧められました。その年
ぶか かた し せい なら すす ねん

の 5月 11日の一般謁見で、この物語に触れこう語っています。
がつ にち いっぱんえっけん ものがたり ふ かた

「父親のいつくしみは満ちあふれるほど豊かで無条件です。その優しさは、息子が話す前
ちちおや み ゆた む じょうけん やさ むす こ はな まえ

に示されています。・・・（ 弟 が自らの過ちを認める）ことばは、父親のゆるしの前
しめ おとうと みずか あやま みと ちちおや まえ

に崩れ去ります。父親の抱擁と接吻により、彼は何があってもつねに自分は息子だと思
くず さ ちちおや ほうよう せっぷん かれ なに じ ぶん むす こ おも

われていたと悟ります」
さと

その上で教皇は、「父親の論理はいつくしみの論理です。弟 は自分の罪のために罰を受
うえ きょうこう ちちおや ろん り ろん り おとうと じ ぶん つみ ばつ う

けて当然だと思っていました。兄は、自分の奉仕の報いを期待していました。二人は互
とうぜん おも あに じ ぶん ほう し むく き たい ふた り たが

いに話し合うこともなく、異なる生き方をしていましたが、両者ともイエスとは違う論理
はな あ こと い かた りょうしゃ ちが ろん り

のもとに考えています」
かんが

「傷をいやし、和解とゆるしの道をつねに差し出す準備のある、野戦病院となること
きず わ かい みち さ だ じゅん び や せんびょういん

（東京ドームミサ説教）」を教会共同体に求める教皇フランシスコは、しばしば神
とうきょう せっきょう きょうかいきょうどうたい もと きょうこう かみ

のいつくしみの深さとそれに倣うことをわたしたちに説いておられます。
ぶか なら と

同時に教皇フランシスコは、特に現在の感染症の状 況になってからそれが顕著です
どう じ きょうこう とく げんざい かんせんしょう じょうきょう けんちょ

が、わたしたちが世界的規模で「連帯」することの必要性を強 調されます。「放蕩息子」
せ かいてき き ぼ れんたい ひつようせい きょうちょう ほうとうむす こ

のたとえ話も、単に父親の限りない優しさを記しているだけではなく、その優しさが、実
ばなし たん ちちおや かぎ やさ しる やさ じつ

のところ「連帯」に基づいていることを明示しています。
れんたい もと めい じ
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弟 を迎え入れた父親は、「いなくなっていたのに見つかったからだ」という言葉の前に、
おとうと むか い ちちおや み こと ば まえ

「死んでいたのに生き返り」と付け加えています。 弟 は何に死んでいたのでしょうか。
し い かえ つ くわ おとうと なに し

弟 を迎え入れた父親に対して不平を言う兄に、父は「お前はいつも私と一緒にいる。私
おとうと むか い ちちおや たい ふ へい い あに ちち まえ わたし いっしょ わたし

のものは全部お前のものだ」と告げています。
ぜん ぶ まえ つ

すなわち、ここで家族として描かれている「共同体」の絆から離れていることは、い
か ぞく えが きょうどうたい きずな はな

のちを生きていたとしても「死んでいる」ことであって、その絆に立ち返ったからこそ
い し きずな た かえ

弟 は「死んでいたのに生き返り」と父親が語っているのです。共同体の絆、すなわ
おとうと し い かえ ちちおや かた きょうどうたい きずな

ち連帯の絆に結ばれて、人はいのちを十全に生きることができるのです。父親の優し
れんたい きずな むす ひと じゅうぜん い ちちおや やさ

さは、共同体の連帯の絆に立ち返らせようとする愛の心に基づいています。
きょうどうたい れんたい きずな た かえ あい こころ もと

「連帯」の意味についてしばしば語られた教皇ヨハネ・パウロ二世は、回勅「真の開発
れんたい い み かた きょうこう に せい かいちょく しん かいはつ

とは」にこう記しています。
しる

「（連帯とは）、至るところに存在する無数の人々の不幸、災いに対するあいまいな同情
れんたい いた そんざい む すう ひとびと ふ こう わざわ たい どうじょう

の念でもなければ、浅薄な形ばかりの悲痛の思いでもありません。むしろそれは、確固
ねん せんぱく かたち ひ つう おも かっ こ

とした決意であり、・・・共通善のために働くべきであるとする堅固な決断なのです
けつ い きょうつうぜん はたら けん こ けつだん

（「真の開発とは」38）」
しん かいはつ

四旬節にあたって、わたしたちは「愛の業」に生きるようにと招かれます。その一助と
し じゅんせつ あい わざ い まね いちじょ

して、カリタスジャパンなどを通じた援助事業に資するための献金をするようにと勧め
つう えんじょ じ ぎょう し けんきん すす

られます。そういった行動は、わたしたちがキリスト者として優しい人だからそうする
こうどう しゃ やさ ひと

のではありません。それは、あの父親に倣い、連帯を実現しようとする、一人ひとりの信仰
ちちおや なら れんたい じつげん ひと しんこう

における決断に基づく行動です。
けつだん もと こうどう


